
大
津
宮
を
偲
ぶ
歌

万
葉
集
の
柿
本
人
麻
呂
・
高
市
黒
人
以
来
、
多
く
の
大
津
宮
（
志
賀
の
都
）

に
か
か
わ
る
歌
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
に
入
る
と
天
智
朝
が
ひ
と
つ

の
理
想
の
時
代
と
も
思
い
描
か
れ
る
よ
う
に
も
な
り
、
い
よ
い
よ
天
智
天
皇
と

そ
の
時
代
へ
の
思
慕
が
高
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
志
賀
の
都
や
志
賀
の
山
寺
（
崇
福

寺
）
、
京
都
か
ら
の
山
越
え
の
道
は
歌
枕

と
も
な
っ
て
、
そ
の
か
み
を
偲
ぶ
歌
が
数

多
く
詠
ま
れ
、
ま
た
平
安
の
都
に
ほ
ど
近

い
大
津
・
琵
琶
湖
、
な
か
で
も
祓
え
の
名

所
で
あ
る
唐
崎
や
天
智
天
皇
勅
願
の
志
賀

寺
は
実
際
に
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
名
所

と
し
て
、
公
家
の
信
仰
と
と
も
に
行
楽
の

場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
平
安
王
朝

の
始
祖
と
も
考
え
ら
れ
た
天
智
朝
思
慕
の

志
は
、
百
人
一
首
の
第
一
番
に
天
智
天
皇

の
御
製
が
置
か
れ
る
端
緒
に
も
な
り
ま
し
た
。

近
江
の
海
夕
波
千
鳥
汝
が
鳴
け
ば
心
も
し
の
に
い
に
し
へ
お
も
ほ
ゆ柿

本
人
麻
呂

さ
ざ
な
み

み
や
こ

楽
浪
の
国
つ
御
神
の
う
ら
さ
び
て
荒
れ
た
る
京

見
れ
ば
悲
し
も

高
市
黒
人

波
に
た
ぐ
ふ
鐘
の
音
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
夕
べ
さ
び
し
き
志
賀
の
山
寺

藤
原
良
経

さ
ざ
な
み

楽
浪
や
志
賀
の
都
の
花
盛
り
風
よ
り
先
に
問
は
ま
し
も
の
を

源
実
朝

た

昔
誰
れ
荒
れ
な
ん
の
ち
の
か
た
み
と
て
志
賀
の
み
や
こ
に
花
を
植
ゑ
け
ん

後
鳥
羽
院

天
智
天
皇
を
ま
つ
る
石
坐
神
社
・
法
伝
寺

滋
賀
県
に
は
天
智
天
皇
の
時
代
に
創
建
さ
れ
た
り
、
天
智
天
皇
の
時
代
に
か

か
わ
り
の
深
い
神
社
が
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
。

天
智
天
皇
・
弘
文
天
皇
を
お
ま
つ
り
す

る
神
社
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
大
津
市
内
に

い
わ

い

石
坐
神
社
と
、
隣
接
す
る
か
か
わ
り
の
深

い
法
伝
寺
が
あ
り
ま
す
。

石
坐
神
社
は
式
内
社
で
、
創
始
は
往
古

に
遡
り
、
近
江
国
造
・
治
田
連
が
祖
先
の

ひ
こ
い
ま
す

彦
坐

王
を
膳
所
の
裏
山
の
茶
臼
山
古
墳

背
後
の
御
霊
殿
山
に
祀
っ
た
の
に
始
ま
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
茶
臼
山
古
墳
と

小
茶
臼
山
古
墳
は
彦
坐
王
と
弘
文
天
皇
の

御
陵
と
の
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
天
智
天
皇
の
八
年
に
旱
魃
が
あ

り
、
神
告
に
よ
っ
て
御
霊
殿
山
上
の
磐
座

に
海
津
見
神
を
ま
つ
っ
て
雨
乞
い
を
行
っ
た
と
さ
れ
、
八
大
龍
王
宮
と
も
称
せ

ら
れ
、
雨
乞
い
の
神
と
し
て
厚
い
信
仰
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
天
智
天
皇
の
建

立
に
な
る
一
乗
院
滋
賀
寺
の
僧
侶
が
、
持
統
天
皇
の
朱
鳥
元
年
に
社
殿
を
造
営

し
て
天
智
天
皇
・
大
友
皇
子(

弘
文
天
皇)

い

が
の
う
ね

め

や
か

こ

・
大
友
皇
子
の
御
母
伊
賀
采
女
宅
子

媛
命
を
奉
斎
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
滋
賀
寺
が
天
智
天

皇
と
弘
文
天
皇
の
尊
牌
を
安
置
し
、

の
ち
に
法
伝
寺
と
改
称
し
た
と
の

こ
と
で
す
。

大
正
九
年
六
月
十
日
時
の
記
念

日
が
設
け
ら
れ
て
以
来
、
時
の
記

念
祭
（
漏
刻
祭
）
が
斎
行
さ
れ
て

近
江
神
宮
日
供
神
饌
講
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い
ま
す
。
御
祭
神
の
天
智
天
皇
・
弘
文
天
皇
・
伊
賀
釆
女
宅
子
媛
・
彦
坐
王
の

木
造
が
あ
り
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
殿
は
鎌
倉
時
代
の
建

造
で
、
文
永
三
年
の
棟
札
が
あ
り
、
県
指
定
文
化
財
。

塩
川
文
麟
の
屏
風
絵
「
湖
南
辛
崎
松
図
屏
風
」

す
で
に
終
わ
っ
た
企
画
の
こ
と

で
恐
縮
で
す
が
、
近
江
神
宮
に
は

塩
川
文
麟
（
し
お
か
わ

ぶ
ん
り

ん
）
の
屏
風
絵
「
湖
南
辛
崎
松
図

屏
風
」
を
所
蔵
し
、
昨
秋
宝
物
館

に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

塩
川
文
麟
は
幕
末
か
ら
明
治
初

期
の
四
條
派
の
代
表
的
な
画
家
で
、

他
の
三
名
と
と
も
に
幕
末
の
平
安

四
名
家
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
伝
統

的
な
四
條
派
の
技
法
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
は

西
洋
の
画
風
も
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
構
図
や
彩
色
法
な
ど
の
型
を

破
っ
て
従
来
の
日
本
画
に
は
な
か

っ
た
表
現
に
よ
り
、
そ
の
後
の
四

條
派
の
画
風
に
与
え
た
影
響
は
大

き
く
、
日
本
画
界
の
時
代
の
先
覚
者
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
風
景
・
花
鳥
画
と

画
域
の
広
さ
が
特
徴
と
い
わ
れ
、
「
湖
南
辛
崎
松
図
屏
風
」
は
、
唐
崎
の
松
を

描
く
文
麟
の
水
墨
画
作
品
で
す
。

勤
皇
の
志
も
厚
く
、
薩
摩
の
志
士
ら
と
も
交
流
が
あ
り
、
幕
政
の
批
判
も
行

っ
て
い
ま
し
た
。
近
江
神
宮
御
創
建
当
初
、
阪
急
電
鉄
の
創
業
者
で
美
術
品
の

コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
る
小
林
一
三
氏
か
ら
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

時
計
館
宝
物
館
の
屋
根
葺
替
え
工
事

時
計
館
宝
物
館
は
昭
和
三
十
八
年
に
時
計
歴
史
館
と
し
て
開
館
し
、
五
十
年

を
超
え
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
に
時
計
館
宝
物
館
と
し
て
新
装
開
館
し
ま
し

た
が
、
そ
の
際
の
工
事
で
は
屋
根
の
修
繕
を
行
わ
な
か
っ
た
結
果
、
雨
漏
り
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
年
屋
根
の
葺
替
え
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
去
る
二
月
二
十
五
日
に
安
全
祈
願
祭
を
行
い
、
七
月
末
ま
で
の
予
定
で
銅

板
屋
根
の
葺
替
え
を
行
い
ま
す
。
足
場
が
か
な
り
場
所
を
占
有
し
、
資
材
の
置

場
等
で
ご
利
用
、
ご
参
拝
の
皆
様
に
は
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
工
事
中
も

通
常
通
り
開
館
し
て
い
ま
す
。
（
祝
日
以
外
の
月
曜
日
は
休
館
）

春
か
ら
初
夏
の
祭
典
・
行
事

三
月
十
七
日

午
前
十
一
時

祈
年
祭

四
月
二
十
日

午
前
十
時

例
祭

勅
使
参
向

四
月
二
十
六
日

午
後
二
時

近
江
ま
つ
り
子
供
み
こ
し
渡
御

五
月
十
七
日

午
前
十
一
時

崇
福
寺
鎮
魂
供
養
祭
（
崇
福
寺
跡
に
て
）

六
月
七
日

午
後
〇
時
三
十
分

流
鏑
馬
神
事

流
鏑
馬
神
事
は
本
通
信
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、

本
年
か
ら
六
月
第
一
日
曜
日
に
行
い
ま
す

六
月
九
日

午
前
十
時

献
茶
祭

六
月
十
日

午
前
十
一
時

漏
刻
祭

六
月
二
十
八
日

午
前
十
一
時

献
菓
献
煎
茶
祭

六
月
三
十
日

午
前
十
一
時

日
供
神
饌
講
講
社
大
祭

饗
宴
祭

六
月
三
十
日

午
後
四
時

大
祓
式

講
社
通
信
は
近
江
神
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー
で
見
ら
れ
ま
す
。
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日
供
神
饌
講
」
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